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6月22日一般質問

4
月
に
行
わ
れ
た
春
日
市
議
会
議
員

選
挙
で
は
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
の

お
か
げ
で
１
７
２
８
票
を
得
て
、
初
当

選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

任
期
4
年
間
に
所
属
す
る
常
任
委

員
会
の
総
務
文
教
委
員
会
で
は
、
副

委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

都
市
計
画
審
議
委
員
に
も
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

常
に
生
活
現
場
の
問
題
の
把
握
に

努
め
、
解
決
の
た
め
の
政
策
を
提
案

し
、
実
現
を
目
指
し
て
誠
心
誠
意
努

力
し
ま
す
。

市民の声を市政へ、民主党の挑戦！

第1号（夏号）

春日公園に遊びに来ている子供たちと

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡
充
！

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
他
市
に
先

駆
け
て
子
供
医
療
費
の
支
給
が
拡
充

さ
れ
、
所
得
制
限
は
残
る
も
の
の
、

今
ま
で
の
入
院
医
療
費
支
給
の
対
象

が
、
小
学
校
6

年
生
か
ら
中
学
校
3

年
生
ま
で
と
な
り
、
本
年
10

月
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
。

市
内
全
小
中
学
校(

普
通
教
室)

へ

エ
ア
コ
ン
設
置
決
定
！

平
成
27

年
度
内
に
補
助
金
調
査
・

申
請
を
行
い
、
実
施
計
画
を
作
成
し
、

平
成
28

年
度
に
設
計
、
平
成
29

年
か

ら
30

年
度
に
工
事
着
工
・
稼
働
と

な
る
見
込
み
で
す
。

6
月
22
日
、
第
2
回
定
例
会
本
会
議

一
般
質
問

◇
投
票
率
の
向
上
の
問
題
点
と
対
策

近
年
、
市
民
の
政
治
や
行
政
へ
の
関
心
の
低

さ
か
ら
、
「
選
挙
の
投
票
率
」は
危
機
的
な

状
態
で
あ
り
、
春
日
市
に
お
い
て
も
特
に
若

者
世
代
の
政
治
離
れ
に
よ
る
投
票
率
の
低
下

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

⒈
期
日
前
投
票
の
環
境
整
備
と
対
策

質

期
日
前
投
票
が
増
え
て
い
る
状
況
に
お

い
て
、
期
日
前
投
票
所
を
市
内
１
ヶ
所
だ
け
で

は
な
く
、
利
便
性
の
良
い
場
所
に
増
設
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
期

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
臨
時
増
便
や
運
行
時

間
延
長
の
予
定
は
な
い
か
。

答

本
市
は
、
市
域
が
狭
い
の
で
大
き
な
効

果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
期
日
前
投

票
所
増
設
の
必
要
性
は
低
い
。
経
費
面
か
ら

も
難
し
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
増
便
・運
行
時
間
延
長
も

費
用
対
効
果
の
面
で
難
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
今
後

の
課
題
と
す
る
。

質

期
日
前
投
票
の
移
動
投
票
所
の
開
設

は
、
検
討
で
き
な
い
か
。

答

移
動
投
票
所
は
、
現
行
法
制
上
困
難
で

あ
る
。

15

年
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

7

月
よ
り
実
施
！

春
日
中
学
校
区
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
15

年
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

が
7

月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
保
育
園
ー
幼
稚
園
ー
小
学

校
ー
中
学
校
の
連
携
を
図
り
、
4

地
区
自
治
会
長
も
交
え
て
子
育
て

を
支
援
し
て
い
く
研
究
事
業
で
す
。

春
日
市
議
会
議
員

⒉
選
挙
公
報
の
配
布
状
況
の
問
題
点
と
対
策

質

期
日
前
投
票
が
増
加
す
る
現
状
に
お
い

て
、
遅
配
に
よ
り
、
選
挙
公
報
を
見
る
こ
と
も

で
き
ず
、
期
日
前
投
票
所
に
行
っ
て
い
る
方
が

多
数
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
選
挙
公
報
を
掲
載
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
か
。
ま
た
、
デ
ー
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
保
存
に
つ
い

て
は
可
能
か
。

答

選
挙
公
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
は
、

情
報
を
早
く
入
手
で
き
る

一
方
法
で
あ
る
。

次
回
よ
り
導
入
し
て
い
き
た
い
。
デ
ー
タ
ー
の

保
存
に
つ
い
て
も
他
の
動
向
を
見
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質

業
者
の
入
札
選
定
作
業
並
び
に
配
布

状
況
の
問
題
点
つ
い
て

答

選
挙
告
示
日
か
ら
印
刷⇒

配
布
ま
で
に

一
週
間
し
か
な
く
、
物
理
的
に
現
在
の
作
業

工
程
、
配
布
短
縮
は
困
難
で
あ
る
。

（
選
挙
期
間
中
の
選
挙
公
報
の
配
布
状
況
は

選
挙
管
理
委
員
会
が
し
っ
か
り
と
業
者
管
理

し
、
配
布
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
）

⒊
主
権
教
育
に
つ
い
て

質
6

月
17

日
に
、
こ
れ
ま
で
の
選
挙
権
が

20

歳
以
上
か
ら
18

歳
に
以
上
に
、
ひ
き
下
げ

ら
れ
る
公
職
選
挙
法
の
改
正
案
が
成
立
。
来

年
7

月
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
本
市
に
お
け
る
若
年
層
や

小
中
学
生
へ
の
主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
法
改
正
の
詳

細
が
分
か
り
次
第
、
県
の
関
係
機
関
と
も
協

議
し
、
未
成
年
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
選

挙
啓
発
を
す
べ
き
か
を
検
討
し
て
い
く
。



提出意見書2案は自民党会派・公明党会派により否決となる

6
月
７
日
、
民
主
党
福
岡
県
連
が

福
岡
市
内
で
開
催
し
た
政
治
ス
ク
ー
ル

「
青
政
塾
」
の
第
2
回
講
義
で
、
野
田

佳
彦
前
首
相
が
来
福
さ
れ
講
演
。
学
生

時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
政
治
家
を
目
指

し
た
経
緯
、
地
方
議
員
か
ら
国
会
議
員
、

総
理
大
臣
に
就
任
す
る
ま
で
の
変
遷
、

消
費
税
導
入
を
決
断
し
た
時
の
秘
話
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
安
保
法
制
に
つ
い
て

の
民
主
党
と
自
民
党
の
考
え
方
の
違
い

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

7
月
5
日
、
第
3
回
「
青
政
塾
」
の

講
義
で
は
、
馬
淵
澄
夫
衆
議
院
議
員
が

来
福
さ
れ
ま
し
た
。
安
保
法
制
の
独
自

案
提
出
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
、
講
演

終
了
後
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
焼
肉

屋
で
歓
談
。
私
と
同
い
年
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
政
治
談
議
に
花
咲
き
ま
し
た
。

好
評
！
春
日
ど
ん
ぐ
り
焼
酎

７
月
13

日
、
宮
崎
実
業
ク
ラ
ブ

（宮
崎
市
商
工
会
所
属
、

来
年
は

60
周
年
を
迎
え
る
。
会
員
数
約
１
２

０
社

平
沼
会
長
）
か
ら
、
宮
崎
観

光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
７
月
例

会
へ
の
出
席
依
頼
を
い
た
だ
き
、
参

加
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
私
が
、
会
社
員
時
代
に
宮

崎
に
赴
任
に
し
て
い
た
お
り
、
こ
の

ク
ラ
ブ
の
副
幹
事
を
３
年
間
、
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
縁
で
も
有
り

ま
す
。

春
日
市
観
光
大
使
に
な
り
き
り
、

春
日
特
産
の
ど
ん
ぐ
り
焼
酎
試
飲

会
、
そ
れ
か
ら
奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、

須
玖
岡
本
遺
跡
、
本
年
５
月
に
石

製
鋳
型
の
大
発
見
の
あ
っ
た
、
須
玖

タ
カ
ウ
タ
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
焼
酎

は
、
と
て
も
好
評
で
さ
っ
そ
く
８
本

の
ご
注
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

意
見
書
２
案
提
出
・共
同
提
案
1
案
提
出

(

福
岡
・楠
の
会
所
属)

魂
が

宿
る
刀
に

あ
る
文
化

ペ
ッ
ト
に
も
本
音
聞
き
た
い
時
が
あ
る

絵
の
中
の

君
に
恋
し
て

時
刻
む

薀
蓄
が
ワ
イ
ン
の
味
を
深
く
す
る

勝
つ
ま
で
は
自
分
を
信
じ
夢
を
追
う

内
野
童
里
夢

川柳コーナー

7月7日 西鉄春日原駅前街頭活動

野田国義参議院議員・くすだ大蔵
元衆議院議員・白石筑紫野市議と

6月27日 天神パルコ前にて
民主党県連街頭活動に参加

6月7日 野田佳彦前首相と
（民主党最高顧問）

7月13日 宮崎観光ホテルにてPR

6月13日 のぼり窯体験教室

7月5日 馬淵澄夫衆議院議員と

6

月
13

日
、
白
水
ヶ
丘

1

丁
目
4

番
地
に
あ
る

春
日
市
の
ぼ
り
窯
体
験
広

場(

ウ
ト
グ
チ
互
窯
展
示

館)

で
、
開
催
さ
れ
た
陶
芸

体
験
教
室
に
参
加
し
、
茶

碗
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

春
日
市
は
、
福
岡
県
下
で

も
有
数
の
遺
跡
の
宝
庫
で

す
。
ウ
ト
グ
チ
互
窯
跡
は

昭
和
62

年(

１
９
８
７
年)

に

初
め
て
発
掘
調
査
さ
れ
、

７
世
紀
後
半
の
九
州
で
は

最
古
級
の
互
窯
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

2

基
の
窯
跡
が
発
掘
調

査
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
互
が
多
量
に
出
土
し

て
い
ま
す
。

(

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
受
付)

皆
さ
ん
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

茶
碗
を
作
り
ま
せ
ん
か

民
主
党
「青
政
塾
」に
て

6
月
定
例
議
会
の
最
終
日
で
あ
る
26
日
、

①
「安
全
保
障
法
制
の
慎
重
審
議
を
求

め
る
意
見
書
」

②
「雇
用
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の

2
案
を
提
出
。

③
「環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ(

Ｔ
Ｐ

Ｐ)

協
定
に
関
す
る
意
見
書
」
の
1
案
を

自
民
党
会
派
と
共
同
提
案
し
ま
し
た
。

「環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ(

Ｔ
Ｐ

Ｐ)

協
定
に
関
す
る
意
見
書
」は
可
決
さ

れ
ま
し
た
が
、
「安
全
保
障
法
制
の
慎
重

審
議
を
求
め
る
意
見
書
」と
「雇
用
の
安

定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
2
案
は
、
圧
倒

的
多
数
の
自
民
系
と
公
明
党
の
会
派
に

よ
り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

[

①
の
提
案
理
由]

政
府
は
、
我
が
国
が

戦
後
70
年
間
平
和
憲
法
の
も
と
貫
い
て

き
た
海
外
で
武
力
行
使
を
行
わ
な
い
と

い
う
原
則
を
大
き
く
転
換
し
、
国
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
や
国
会
で
の
徹
底
審
議

を
避
け
、
結
論
あ
り
き
で
法
改
正
を
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
憲
法
解
釈

を
便
宜
的
、
意
図
的
に
変
更
す
る
も
の

で
あ
り
、
立
憲
主
義
に
反
し
て
い
ま
す
。

政
府
の
姿
勢
に
対
し
て
安
全
保
障
法
制

の
国
会
で
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
た
め

意
見
書
の
提
出
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

[

②
の
提
案
理
由]

働
く
こ
と
は
国

民
の
権
利
で
あ
り
、
雇
用
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
は
、
国
の
重
大
な
責
務
で

あ
り
ま
す
。
現
在
政
府
は
、
正
社
員

が
減
少
し
不
安
定
雇
用
で
低
賃
金
の

労
働
者
が
拡
大
す
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
法
改
正
や
、
加
重
な
長
時
間

労
働
を
合
法
的
に
課
す
制
度
の
導

入
、
さ
ら
に
は
解
雇
の
金
銭
解
決
制

度
の
導
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
ま
さ
し
く
、
労
働
法
制
を
改

悪
し
雇
用
を
不
安
定
化
さ
せ
る
も

の
で
、
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
を
求

め
る
た
め
に
意
見
書
の
提
出
を
提
案

す
る
も
の
で
す
。

7月20日 博多駅前にて
枝野幹事長来福での街頭活動に参加


